
右側：３１普連１中隊長　綱田３佐
中央：本郷台自治会長　鈴木氏

左側：上大岡募集案内所長　平原１尉

地域自治会の防災訓練で講話
本
講
話
は
、
同
自
治
会
の
防
災
行
事
の
一
環
と
し
て
「
災
害
派
遣

会
に
対
す
る
防
災
講
話
支
援
を
実
施
し
た
。

原
１
陸
尉
）
は
、
１
１
月
４
日
（
金
）、
横
浜
市
栄
区
本
郷
台
自
治

経
験
の
あ
る
自
衛
官
の
経
験
談
と
大
規
模
災
害
に
お
い
て
自
治
会
と

し
て
備
え
て
お
く
べ
き
こ
と
」
に
つ
い
て
の
講
話
の
依
頼
を
受
け
、

第
３
１
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊
長
が
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日

は
、
区
の
防
災
担
当
職
員
を
含
め
約
５
０
名
が
参
加
し
、
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
自
衛
隊
の
活
動
や
当
時
の
被
災
状
況
等
に
つ
い
て
真

剣
に
聴
講
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
だ

寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、「
首
都
直
下
型
地
震
」
が
い
つ
起
き
て
も
不

思
議
は
な
い
と
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
か
ら
は
「
被

災
後
何
日
ぐ
ら
い
で
自
衛
隊
が
現
地
に
来
ら
れ
る
の
か
」「
食
事
や

寄
付
を
受
け
た
衣
服
等
の
配
分
要
領
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
た
。

上
大
岡
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
、
自
治
体
か
ら
の
同
様
な
要

請
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
」
と
し
て
い
る
。

人
命
救
助
や
被
災
者
へ
の
生
活
支
援
活
動
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が聴講中の本郷台自治会の人達

「そなえパークの日」にて広報活動
「
ソ
レ
イ
ユ
の
丘
」
で
行
わ
れ
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
「
そ
な
え
パ
ー
ク
の
日
」

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
上
大
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

平

自
衛
隊
神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
須
賀
地
域
事
務
所
（
所
長　

大
里
３

海
佐
）
は
、
１
１
月
６
日
（
日
）、
横
須
賀
市
に
あ
る
長
井
海
の
手
公
園

に
お
い
て
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

自
衛
隊
ブ
ー
ス
で
は
、
手
旗
信
号
体
験
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
講
習
、
災
害

派
遣
活
動
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、
集
ま

っ
た
来
場
者
か
ら
は
「
手
旗
信
号
を
体

験
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」「
い
ろ
い
ろ

に
使
え
る
結
び
方
も
教
え
て
も
ら
い
、

と
て
も
良
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
た
。

横
須
賀
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、

自
衛
隊
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
る
。

な
ロ
ー
プ
の
結
び
方
が
あ
り
、
緊
急
時

災害派遣活動パネル展示コーナーロープワーク講習

手旗信号体験


